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先日、桜の開花予想がでましたね。北海道は函館を皮切りに静内桜街道まで4月後半からゴールデンウィーク過ぎまで桜の見頃が続くようです、と言っても外はうんざりするほどの雪景色、春はまだ遠い岩見沢です。
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ごうばっち･･･私の生まれ故郷長野県安曇野方面の方言で、「いたずらっ子、悪ガキ」のような意味で使われます。かつて私はこう呼ばれてました（笑）。昭和30年代、小学生だった私は、クラスのガキ大将や仲間たちと、野山や町中を自分たちの遊び場にして1日いっぱい遊びまわっていました。おもしろいこと、やってみたいことが無限にあって、でも、その多くは大人や先生たちから「やってはいけない」と言われた事であったり、少なくても女の子としてふさわしくないこと（木登りやカエルをエサにしたザリガニつり！！）ばかりでした。
父親の仕事の関係や母親が病弱だったこともあり、遠くの親せきに預けられた私は転校のくり返しでした。その度に必ずクラスで1番のガキ大将と仲良くなりました。最初はイジメられたり、ケンカしたり。小5の時には男子となぐり合いのケンカになって、お互い目の辺りをパンダのようにして、相討ちに倒れたこともありました。けれども、いつのまにか仲間となって、思い返せば私は、生きるための大切なことの多くを彼らに教えられたと思うのです。木登りのワザ、カエルの皮のハギ方（サリガニつりの極意です）、宝物の隠し方、秘密基地の作り方、ケンカの方法、仲直りの方法、叱られ方、あやまり方、そして元気になる方法etc。仲間と過ごしたまさに血と汗と涙の時間から、失敗やあやまちは必ず起こるけど、大切なのは、そこからどうするかなのだという事、そして、仲間との絆･･･。

そんな私を親や先生、地域の方々はどんな思いで育ててくれたのだろうかとふっと考える時があります。たぶんずいぶんと叱られたのだろうと思うのです。けれども不思議なほど、その記憶がないのです。都合の悪いことはすぐに忘れるお気楽な性格だからかもしれません。83歳の母は、私のいたずらで何度もあやまいに行ったものだと笑います。

セピア色になりかけた“ごうばっち”のあの頃を思うたびに、暖かく満ち足りた気持ちになります。それは、きっとあの時、まわりの大人たちは、こんな私に手を焼きながらもふところ深く、私を受け入れてくれたからだと感じます。ガキ大将たちも手荒い方法ではあったけど、「丸ごとの人」として私を受け入れてくれたのだろうと･･･だからすごく懐かしく、思い出すたびに鼻の奥がツーンとなります。子ども時代の豊かさは、たくさんの失敗やたくさんのあやまちを、ふところ深く受け入れてくれる人々や、失敗やあやまちこそ、子どもが育つ力なのだと、厳しくそして温かなまなざしを注ぐ大人たちに支えられているのだとしみじみと思うこの頃です。
「しあわせなごうばっち」だった私にできることは、そんな大人でありたいと、自らを振り返る日々を送ることだと思っています。

－ 施設長　－







　2月のバレンタインデーの後、食堂におひな様がかざられました。七段飾りの立派なひな壇です。

　飾り方もなかなか難しいのですが、女の子たち（今と昔の？）の手によってきれいに出来上がりました。そして、今年はもうひとつ“つるし雛（ひな）”が仲間入りしました。

　これは函館市にお住まいの今川時子様からお送りいただいたものです。子どもたちの健やかな成長を願って、一つ一つ手作りで作ってくださったそうです。しかも、道内23ヶ所の児童養護施設全てに送ってくださったとの事。たくさんの時間とたくさんの思いやりを込めた今川様のつるし雛が今年は北海道中の養護施設にかざられていることでしょう。ステキなことですね。本当にありがとうございます。

３月の行事予定

3／2　　駒澤高校 卒業式　　　3／5　　高校入試　　3／4 ～ 3／6　　南小学校参観日、懇談会
3／7　　第3者委員会　　3／8　　聖十字幼稚園・駒沢幼稚園　お別れ会
3／9　　新篠津高等養護学校 卒業式　　3／12　　光陵中学校 卒業式　　3／15　　駒沢幼稚園　卒園式
3／16　 光が丘学園 卒業を祝う会　　3／18　　高校合格発表　　3／19　　聖十字幼稚園 卒園式　　南小学校 卒業式
3／21　 聖十字幼稚園 終了式　　理事会　　3／22 　岩見沢東高校、岩見沢農業高校、新篠津高校　終了式
3／23　 誕生会　　3／25　　南小学校、光陵中学校、緑陵高校  終了式　　新人職員研修会～29日
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　2月１日～28日

白石農園様　　浅野友香様　　深田雅美様　　伊藤八重子様　　石川広子様　　太田米良様　　萩生田ひとみ様　　松本保様
カーブス岩見沢店様　　村瀬嘉代子様　　河内克彰様　　河津とし子様　　コンパル岩見沢様　　梅原保様
２／３　　豆まき


　当日、子どもたちはドキドキしながら豆まきの時間を待っていました。幼児さんやRくんやTくんは怖がりながらも鬼をめがけて、豆やお菓子を投げていました。DくんやMくんは、余裕の表情で、笑いながら豆まきに参加していました。Hくんは、怖くて泣いてしまっていました。Yさん、Mさんも怖がっている小学生を見ながら、しっかり豆を拾って参加している姿がありました。


－ 男子グループ　－





２／１７　　Rちゃん誕生会


　プレゼントの発注が遅かったので心配していましたが、間に合ってRちゃんも大変に喜んでいました。誕生会前にみんなでコンビニに行き、好きなデザートを選んで買い物できたことも楽しかったようです。


　会食後は、アニメのDVDを鑑賞し、その後はさっそく新しいゲームソフトで遊んでいました。遊び始めて行き詰った時は、他の子どもに聞いたり、手助けしてもらいながら楽しんでいました。


　８歳になって、“自分1人でやってみる事”を増やしていくと職員に話していました。少し大人になったRちゃんが見れました。


－ 女子グループ　－





バレンタインチョコレート作り


　光が丘学園、女の子一同によるバレンタインチョコ作りが3回に分けて行なわれました。





2／6　　バレンタインチョコレートを作ろう！（1回目）


　みんなそれぞれが積極的に参加してくれており、スムーズに作業することができました。うまくチョコが溶けない時には、どうしたら良いかを一生懸命に考えてくれるMさんや、つまみ食いをしながらも頑張ってくれたKさん、Rさんや、黙々と作業するHさんやSさん、お姉さんたちに囲まれながら色々なことをしたRちゃんがいたり･･･と様々な子どもたちの様子が見れて良かったです。チョコもかわいく仕上がりました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 男子グループ　－





2／９　Mさん、Rさん、バレンタイン大作戦！炊飯器で作るガトーショコラ（2回目）


Mさんが外泊になり、Rさんのみ実施している。Rさんは昼食後、仮眠をとっていましたが14：00には起きて作り始めました。レシピを見ながら混ぜて炊飯器に入れてスイッチを入れたが、焼けているかどうか心配になり何度も炊飯器のフタをあけてしまい生焼けになっていたが、再度、焼き直してうまく焼けて安心しました。


完成したチョコケーキは自分で直接、郵便局の窓口に行って届けると言い、行きは公用車でしたが、帰りは歩いて帰園しました。歩くのは自信がないと言っていましたが、20分ほど歩いて戻ることができて、少し自分の体力に自信がついたようです。1日とても頑張っていました。彼への手作りケーキを無事に送る事ができて満足したようでした。


　－ 女子グループ　－





2／10　バレンタインチョコを作ろう！（３回目）


　Mさんが中心となり、チョコ作りを開始。インフルエンザや帰省で人数は少なかったものの、Rちゃん、Kちゃんの幼児組はチョコを割ったり、飾りをつけたりととても楽しく出来ました。


　Mさんの手慣れたチョコ作りに遅れたスタートはどんどん進みRさんも奮闘し、無事、時間内で終了できました。4人でしたが、前回、作っていなかったMさん、Rちゃん、Kちゃんも女の子だけの楽しい一時だったように感じました。


－ 男子グループ　－











ひなまつり








